The Central Bank of Manchuria and the Chosen Bank by 安冨, 歩
Title満州中央銀行と朝鮮銀行　―日中戦争・アジア太平洋戦争期を中心に―
Author(s)安冨, 歩




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University















ルヲ要ス J cr台湾銀行法」 制定理由) と い う 理由で通貨的な分離が実現さ れた。 朝鮮銀行の場
合も，大陸と国境を接している情況のゆえに， r何力事ア レパ忽チ ニ経済上の変動 ヲ 生ズル」
ことは不可避であり，その影響の日本銀行先換券への波及を阻止する必要がある，という議論
がなされた。両地域を日本銀行券で統一すべし，という主張は当初から強力になされていたし，
その後も繰返し登場したが，ついに実現されることはなかった(山本 [1992J 85-93頁) 。
この方策の第三の例が満洲中央銀行である。同行の場合には台湾・朝鮮と事情が異なり，満































6 頁。 な お ， ( )内は安冨)。
第二二条朝鮮銀行ハ銀行券発行高ニ対シ同額ノ金貨，地金銀又ハ日本銀行先換券(1942
年 2 月 23日日本銀行券に改正)ヲ置キ其ノ仕払準備ニ充ツへシ但シ銀地金ハ仕払準備総
額ノ四分ノーヲ超過スルコトヲ得ス
前項ノ仕払準備ニ依ルノ外朝鮮銀行ハ特ニ三千万円 0918年 4月 1日「五千万円J ;1937
年 8月 11日「一億円 Jに改正-また 1939年 3月 31日，法律第五九号により「当分ノ内之
ヲ一億六千万円トス」とされた。なお，同法附則により「本法ハ支那事変終了後一年以内






0924年7 月22 日 「大蔵大臣」 に改正) ノ 認可 ヲ受ヶ国債証券其ノ 他確実ナ ル証券又ノ、 商
業手形ヲ保証トシテ其ノ発行ヲ為スコトヲ得此ノ場合ニ於テハ政府ノ命スル所ニ依リ其ノ




2) それ以外に国債な どの確実な証券を保証準備 と し て紙幣を発行 し得る 。 但 し そ の上限
が朝鮮銀行法で定められており，上限を変更するにはその改正を必要とする。
3) 市場の状況が必要 と す る場合に は発行税を納め る こ と で2) の上限を越え て紙幣を発
行し得る。これは限外発行と呼ばれた。
4) 準備制度が朝鮮銀行法で定め ら れてい る O

















2) 残 り の七割は国債な どの確実な証券を保証準備 と して保有す る こ と 。
3) 限外発行規定の な い こ と 。
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発行限度は1941年 4月 1日に台湾銀行240百万園・朝鮮銀行630百万固と定められ，同年 4月
15 日 に台湾銀行は発行高の四分の一以上の， 朝鮮銀行は発行高の三分の一以上の金貨， 地金銀，
免換銀行券又は日本銀行に対する当座預ヶ金(第一保証)を保有するよう命ぜられている。発
行限度額は1942年 4月 1日に台湾銀行270百万圃・朝鮮銀行750百万固に増額された(台湾銀行




証の比率は低下し 45年 3月末には0 . 8%に過ぎなくなった。代りに準備に繰入れられたのは













筆者は安冨[1 997Jにおいて満洲国の金融史を， 32 年6 月15 日--3 年末， 34 年初--37 年末，






の期首と期末の時点の貸借対照表上の数値の増減を示している。たとえば， 38 年--40 年の現金
預託金はム 124となっているが，これは 37年 12月末時点の貸借対照表の現金預託金が 200百万国





プに分けて表示している o 1--5 は先進諸国に対す る決済手段た り う る 準備で あ り ， 6---12 は
満洲国成立当時銀圏にとどまっていた中国に対する決済手段に，また満洲国内の中国人に対す
る免換対価となる準備である。この 1 --- 12は園ブロック外への決済手段となりうる。 13は朝鮮
銀行券， 14 は正金銀行の銀園券であ り ， 両行への預金 も ま た含ま れてい る も の と考え ら れ る O
15---17 は 日本公債， 18---19 は満洲国公債， 20 は正金銀行を通 じ た 日本政府への貸出であ る が，
これらは全て正貨準備に分類されている o 21---26 は保証準備であ る (安冨 [1997J 第2 章第1
節第 1 項) 。




人 文 '･: 報
表 1 満洲中央銀行資金調達運用 (単位百万園)
資産項目 32/7-3 年 34 年37 年 38 年-40 年 41 年42 年 43 年45 年6 月末
貸付金 130 109 659 180 9,445
有価証券 33 144 657 898 -356
現金預託金 8 127 -124 315 。
動産不動産 2 1 1 6 -10
その他資産 18 2 7 11 115
合計 -121 377 1,184 1,050 9,194
負債資本項目 32/7-33年 34年37年 38年40年 41年42年 43年45年6 月末
株式・利益 9 4 28 12 92
紙幣 13 179 639 723 6.039
預金 -76 194 259 442 210
その他負債 40 1 257 -128 2,854
合計 -121 377 1,184 1.050 9.195
(借入金) 11 -4 143 -125 2,859
主要業務内訳 32/7-33年 34年37年 38年40年 41年42年 43年45年6 月末
貸付金合計 660 -180 9 ,445
政府 61 56 90
同業 322 32 7.655
その他 277 268 1,700
有価証券合計 657 943 -400
内債 550 373 663
日本公債 49 456 133
その他 58 114 130
預金合計 244 432 218
政府 12 267 -228
同業 13 135 503
その他 219 30 57
部門別資金供給額 1,073 331 8 ,827
政府 599 162 345
同業 309 -103 7,152
日本公債 49 456 133
その他 116 -184 1,887
資料安冨日997J 表 II -2a よ り 作成。








表 2 満洲中央銀行発券準備内容増減表 (単位千国)
資産項目 32/7-33年 34年37年 38年-40年 41年42年 43年45年6 月末
1 金塊 7,794 46,372 -53 ,319 9,394 -10 ,241
2 砂金 50
3 足金 (純金) -1 ,698
4 米 ド ル 1,446 -1 ,665 3,647
5 英ポ ン ド 12,838 12,838
6 現大洋 (硬貨) 2,058 9.300
7 現小洋 (硬貨) 107
8 上海規銀 811 8,800
9 市銀 183
10 天津銀 2,400 1,151 3,551
11 鎮平銀 1,032 2,706
12 そ の他銀塊 325 -1 ,834
IJ、 二三日 ιー 10,936 36,056 73.355 9,394 10,241
13 金園 (金票) 6,916 68.000 81,000 2,500 8,500
14 紗票 16,940 5,421
ノ'J 、、 三目十l 23,856 62,579 -81 ,000 2,500 8,500
15 日本公債 41,895 60,988 341,557 216,560
16 日本英貨公債 1,868 。 1,868
17 日本米貨公債 2,030 16 2,014
ノ'ー 、、 二コロLー 41,895 64,886 341,541 212,678
18 満洲国公債 249,861 109,900 210,039
19 満洲国政府発行証券 228,000
小計 249,861 -109 ,900 438,039
20 対正金貸付金 1,355,000
正貨発行合計 12,923 140,530 160,392 238,535 1,986,976
21 公債 35.090 64,303 216,607 253,000 569,000
22 満洲国政府発行手形 。 15,100 55,143 96,633 151,776
23 満洲国政府保証手形
小計 35,090 49,203 271,750 349,633 • 720,776
24 商業手形 35,180 -11 ,465 207,417 26,694 4,421,231
25 そ の他証券 107,721 152,279
26 抵押証券 200,000
小言十 35,180 11,465 207,417 134,415 4,773,510
保証発行合計 90 37,738 479,167 484,048 4,052,734
総計 13,013 178,268 639.559 722,583 6.039.710





「関係負債の消滅による利得金額J 157.6百万固 と査定 し ， 両者の差額の33百万園を補償公債の
交付にて補填した。これによって満洲中銀の貸付金・預金・その他負債の相当部分が消滅し，













金の残りが貸付金の増加に投入されたことになる(安冨 [1997J第 2章第4節第 3項)。
朝鮮銀行券の回収を反映して正貨準備内の「金圃(金票)Jが急激な増加を示している。更
に注目すべきことに日本公債が正貨準備に編入されているOこの日本圃資金の増加によって正






















61百万圃， 同業322百万圃， そ の他277百万固 と な っ てい る O 同業 と い う の は満洲国内の金融機





業部門への資金の投入を行ったということができる(安冨 [1997J第 2章第 5節第 1項)。




3 軍費イ ン フ レ期-41 年--42 年
この発行姿勢の転換のあと，満洲中銀の紙幣増発額は 38年から 44年にかけて， 118 百万圃，
198 百万園， 323 百万圃， 315 百万園， 408 百万園， 1 ，341 百万圃， 2 ，795 百万固 と推移す る 。 こ の
数値を見る限り，通貨増発額が単調に膨張していったかの如く見える Dしかしこれを各年初の
発行残高で除して増発率で見てみると， 38 年--40 年が38% ， 46% , 52%であ る の に対 し ， 41年
--42年は32%， 32% と な り ， そ の後43年--44年が80%， 93% と な る 。 すなわ ち ， 通貨膨張率は



















































連部門に投入された。満洲国の農業関連資金は42年末に 1億園程度であったものが， 2 年3 ヶ
月後には14億圃にまで膨張しているが，これは満洲国が大東亜共栄圏における食糧基地として
位置付けられ，農業生産物の対外供給が満洲国の主要な政策目標となったことを反映しているO





























れることになるo 35年の満洲中銀券の 日本圃パー リ ン ク に よ っ て朝鮮銀行券の回収が始ま り ，












貸出 79 26 預金 貸出 11 22 預金
53 不足 余剰 11
本部 朝鮮・満洲
貸出ム43ム 3 預金 朝鮮貸出 108 41 朝鮮預金
余剰 40 満洲貸出 76 228 満洲預金







表 3 朝鮮銀行資金調達運用表 (単位百万園)
資産 31年36年 37年 38年一40年 41年一42年 43年一45年3 月末
貸出 233 -41 559 465 17,770
預け金 4 -4 30 247 1,116
有価証券 119 -4 373 978 1,827
地金銀・現金 90 41 127 ー 215 525
その他資産 41 -15 3 9 91
合計 486 -23 唱品E・ 08門t 1.485 21,329
(不良債権償却) 33 13 36
負債資本 31 年36 年 37 年 38 年一40 年 41 年-42 年 43 年-45 年3 月末
株式払込・利益 5 1 15 16 25
銀行券 120 69 301 328 2,666
預金 312 -117 780 1,233 11,818
借入金 16 31 -32 -124 6 ,532
その他負債 33 -6 23 33 288
合計 486 -23 1,087 1,485 21,329
(銀行券華北流通高増減) 44 38 -6
31年一36年 37年 38年一40年 41年42年 43年-45年3 月末
貸出内訳 233 -41 559 465 21,270
朝鮮 108 51 306 47 585
満洲 76 -78 119 61 241
内地 79 -11 -33 57 514
中国関内 11 4 145 309 14,806
浦塩 1 。 。 。 。
紐育 2 1 1 -3 。
本部 43 -8 23 -6 5,124
31年36年 37年 38年一40年 41年42年 43年-45年3 月末
預金内訳 312 117 780 1,233 15,318
朝鮮 41 28 132 70 328
満洲 228 177 10 40 133
内地 26 12 65 57 161
中国関内 22 20 590 1,067 14,679
浦塩 1 。 。 。 。
紐育 。 -0 。 。 。
本部 3 。 3 -1 17






























































































































































































































20百万圃の こ と であ る が， こ の実行に も拘 らず貸出が43百万圃減少 してい る の は， 不良債権の
償却33百万固と回収23百万圃が行われたからである。この時点までに本部に付替えられた不良




(朝鮮銀行史研究会口987J 483頁) 。 後者は本部貸出に計上さ れてい る貸付20百万固 と 対応 し ，
前者は銀行券の同額の減少に対応するので，これらを戻入れると満洲は貸付超過2百万圃とな










































これらの項目のうちで重要なものは運用側が有価証券増 11 9百万圃と地金銀・現金増 90百万
園で，これに対応するのが満洲・朝鮮の余剰 202百万圃ということになる O有価証券は 33年~













36年の朝鮮銀行内地支店 と満洲支店の間の国庫送金のや り と り は 日本か ら満洲への送金が201
百万園も上回っており，これが紙幣増発の原因となったことは間違いなし) (朝鮮銀行史研究会
[1987J 資料11)。 こ の意味で満洲の朝鮮銀行券流通圏では軍費イ ン フ レが発生 し て いた こ と に





以降再度活発になっており， 30年"""36年の朝鮮銀行の金売却額 は116百万固に達 し て い る (朝


















































えられる Oしかしそれでも 32百万圃が説明されない。 36年末から 37年 6月末までの資産負債項
目の増減のなかで，これ程の金額の変動があるのは預金の減少ム 120百万園だけである(朝鮮
銀行史研究会口 987J資料 8)。このうちム 58百万園は満洲興銀への預金の移譲であるが，残
りのム 62百万園の原因は満洲中銀協定預金の減少ム 91百万圃である Oこの協定預金は満洲興銀
の設立された 36年末から 37年 1月末までの一ヶ月で 47百万圃減少している(朝鮮銀行史研究会
[1987J 表4-29) 。 一方で満洲興銀 は37 年末時点で満洲国政府か ら65 百万園を借入れて い る
(安冨 [1997J 表 II -3) 。 以上の こ と か ら多少乱暴に推測す る と ， 満洲国政府が何 ら かの形態
(預金払出や国債の交付など)で満洲中銀から朝鮮銀行の協定預金の一部を譲受け，この資金
を満洲興銀に貸与して朝鮮銀行へ 32百万圃を支払わせたということになる。このように補填が























余剰 6劃 44 銀行券
貸出 21;預金不足
本部の貸出減少ム 8百万園は不良債権の償却 13百万圃に近 く ， ま た満洲の貸出減少ム78百万圃
が満洲興銀への譲渡分 79百万圃に近いので， 満洲興銀へ譲渡さ れた不良債権は本部へ付替え ら
れていなものであったことが確認される O注意すべきは中国関内の銀行券増 44百万圃である O
これは日中戦争勃発によって，従来から支那駐屯軍が使用していた朝鮮銀行券が，華北におい
て「差当り」使用されることになり，その流通残高が膨張しためである(朝鮮銀行史研究会




預ヶ金 ム 4 1 株式払込・利益
有価証券 ム 4 31 借入金
地金銀・現金 41 ム 6 その他負債
その他資産 ム15 + 5 ム14 売却益控除
















この時期の地域別の収支は次のようになっているO関東州というのは， 37年の満洲国か ら の
撤退によって満洲における業務領域が関東州に限定されたためである。
内地 中国関内
貸出ム33 65 預金 貸出 145 590 預金
余剰 98 余剰 407 ム38銀行券
本部 朝鮮・関東州
貸出 23 3 預金 朝鮮貸出 306 132 朝鮮預金
20 不足 関東州貸出 119 ム10関東州預金
余剰 36 339 銀行券
朝鮮・関東州、|から見ると，預金増と銀行券増発による調達を貸出の増にほとんど振向けてお






「撤退」の後も重要であった(朝鮮銀行史研究会日 987J 582 頁) 。 こ れに対 し ， 朝鮮は31 年---36



















内地の貸出減少は不良債権の整理と， 37年8 月 の臨時資金調整法に よ る資金統制の影響で あ
るO内地各店の預金は増加しているが，内地における通貨膨張の反映であろう(朝鮮銀行史研




預ヶ金 30 15 株式払込・利益
有価証券 373 ム32 借入金
地金銀・現金 127 23 その他負債
その他資産 ム 3
本部 20 407 中国関内
36 朝鮮・関東州
98 内地
合計 547I 547 合計
聯銀預リ金 382百万固に対応するのが有価証券増 373百万国であるが，このうち 346百万圃が日
本国債である(表 5)。これは，朝鮮銀行がこの預リ金の払出しの場合の準備として日本国債
を保有することにしていたからである(朝鮮銀行史研究会 [1987J 683 頁) 。 地金銀 ・ 現金の主
たる内容は銀行券の準備たる日銀券の増 11 6百万圃である(表的。借入金の減少ム 32百万国は
不良債権となった貸出残高分を補填するための長期借入がこの期の内地の資金余裕によって返






























3百万国に対 し関東州'l186百万固 と経済の規模に比 し て関東州の発券が多い。 こ の比率で紙幣増
発を按分すると朝鮮207百万圃，関東州'l132百万固となる。この値で比較すると朝鮮の紙幣増発






3 軍費イ ン フ レ期41年--42年
朝鮮銀行券の増発額は38年42百万園， 39年122百万圃， 40年137百万固 と な っ たあ と ， 41年161
百万国， 42年167百万園， 43年度576百万圃， 44年度2.002百万園 と拡大を続け る 。 こ れを増発
率で見ると， 38年15%， 39年38%， 40年31% と な っ た あ と ， 41年27%， 42年23% と一旦速度を
落し，その後43年度58%， 44年度127% と急上昇す る 。 満洲中銀と 同様， 朝鮮銀行 も41年--42
年にかけて相対的に通貨膨張速度を低下させていることがわかる。このことは朝鮮内の貸出増
の推移を見るとよりはっきりする。この値は39年--40年に 125百万圃， 152百万圃であ っ た も の
-47
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貸出 預金 貸出 309I1,067 預金
余剰 752 ム6 銀行券
本部 朝鮮・関東州
貸出 ム6 ム 1預金 朝鮮貸出 47 70 朝鮮預金
余剰 5 関東州貸出 61 40 関東州預金
余剰 336 334 銀行券
中国関内の預金増は聯銀預リ金が 71 5百万圃であり，残りの 352百万固が通常の預金増加であ




























地金銀・現金ム 2 15百万国と預ヶ金の増 247百万園は，朝鮮銀行の準備に関する特例法の施行に
よって発行保証のなかに日銀への当座預金が加えられ，従来保有していた現物の日銀券が当座
預金に振替えられたためである(朝鮮銀行史研究会口 987J 257 頁) 。 借入金の減少ム124 百万
圃は前期同様，不良債権補填のための借入の返済であり，その象徴とも言うべき日銀特融が 41






24百万固 と有価証券増の聯銀預 り 金対応分を除い た263百万固に投入さ れて い る と 見倣す こ と
ができるOこれらは概ね日本圃資金の運用であるから，日本から朝鮮・関東州への為替資金の
流入があったことになる。
朝鮮銀行史研究会口987Jの資料11 I内地店金円為替受払表」 の国庫送金の対朝鮮の欄に よ
れば， 38年'""40年の受払超はム10百万圃， 19百万園， 43百万圃であ る が， 41 年'""42年 は378百
万圃， 188百万固と大 き な受超を計上 し てい る 。 こ の場合， 受超 と は内地か ら 朝鮮への送金が
逆方向の送金よりも多いことを意味するO同時期の対関東州は23百万圃， 11百万圃， 23百万圃，
















貸出 5 ， 1 24 I 17 預金
余剰 5 I5 ，107 不足
中国関内
貸出 14 ， 806 I14 ，679 預金
余剰 6， 1 34 I 6 ，261 銀行券
朝鮮・関東州
朝鮮貸出 585 I 328 朝鮮預金
関東州貸出 24 1 I 133 関東州預金
余剰 2， 30 1 , 2 ，666 銀行券





3 月末920百万圃， 45年2 月 末5，130百万固 と な っ てい る 。
中国関内の預金増加14 . 6 79百万圃は以前と同様に聯銀預リ金が中心である。 43年-- 45年 3月
15 日 ま での聞に， 聯銀預金は6，202百万圃増加 し てい る 。 同期間に華北店の一般預金は4，524百
万園，国庫預金が282百万園増加しているが，これらの合計は1 1.008百万園である。この日か
らわずか二ヶ月後の45年 5月 15日までにこれら三種の預金はそれぞれ5，184百万国， 1 ，507百万
園， 282百万闘の合計6.973百万園 も増加 し てお り ， こ の段階で華北に は文字通 り のハ イ パ ー ・




軍費政府貸上， 1 ，300百万園が外資金庫預 ヶ金であ る (朝鮮銀行史研究会[1987J 613頁) 。 華北
における貸出は43年 1月 --44年 3月までが1， 2 14百万圃であったものが， 44年度(44年4 月--4
5年3 月 ) だ け で12.292百万固 と い う 異常な伸びを示 し てい る O し か も こ の44年度で も 前半年
は1 ，432百万国であったものが後半年では10， 859百万固となっており，そのうち 5， 680百万国が














園+関東州133百万国)の5 .8倍に留まるのに対して，満洲中銀 (43年--45年 6月)の紙幣増発
6，039百万圃が預金増210百万圃の28.8倍に達す る こ と を見て も ， 両者の差異は明確で あ る 。 な
お，表 6に見られるように， 43年--45年3 月 の期間の紙幣の発行回収高が， 朝鮮2，160百万園 ・








有価証券 271 借入金 (聯銀以外)1,827
地金銀・現金 525 288 その他負債
その他資産 91
本部 5,107 2,301 朝鮮・関東州
内地 353 6,134 中国関内
合計 9,019 9,019 合計











































































































，...，. 20%程度朝鮮銀行券に対 し て減価す る に至 っ た ( 日本銀行 [1 994J 朝鮮銀行史研究会 [1987J




2) それに較べれば満洲中銀券の流入は問題に な ら な い。
3) 朝鮮側措置は闇取引を増加さ せ る な ど悪影響が大 き し 」
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2) し か し為替支払の増大の主因は朝鮮内製鉄工業 ・ 軽金属工業等の生産拡充に伴 う 設備
資金・運転資金を日本より導入しているためである。たとえば総督府推計で43年度所要
設備資金855百万園のうち484百万闘が朝鮮外からの調達となっている O



















46I 11 株式払込 ・ 利益
517I 0 借入金
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